






栃木県農業の魅力を伝える情報誌「TOWANO」

　農家の長男に生まれた遅澤さんは、「まだ継ぐのは
早いのでは？」という両親の反対を押し切り25歳で
就農しました。最初に取り組んだのはシイタケ栽培で
周囲に栽培方法などを相談できる人もいなく、苦労し
たそうです。その後、試行錯誤を繰り返しながら、技
術を高め平成22年には栃木県農業士に認定され、現
在はナス・ネギ・唐辛子・米などを栽培しながら、研
修生の受け入れを積極的に行っており、後継者の育成
にも尽力されています。

栃木県新規就農相談センターでは、「新規就農相談
会inとちぎ」など年間12回県内外で相談会を開催し、
新たに農業を始めたい方の相談を行っています。
技術の習得や農地及び資金の確保などの悩みを気軽
に相談ください。

栃木のヒト知ってほしい

那須塩原市　遅澤 喜則さん

「新規就農への後押しが地域の継続に繋がる」
おそざわ　よしのり

栃木県では毎年300人を超える人が新たに農業を始めています。
県農業大学校のとちぎ農業未来塾では、就農準備のための研修を行っています。
一方で、農業団体や農家が研修生を受け入れているケースもあります。
今回は、個人的に研修生を受け入れ、人材育成を行っている遅澤さんと、
新たに栃木で農業を始めた西橋さんにお話を聞きました。

　最近『田舎暮らし』の良さが見直され、農業をしな
がら田舎で暮らしたい、という人が増えていると聞き
ます。就農する方へは、行政からの支援があり、空き
家などを活用すれば住む場所もある。あと足りないの
は農業の素晴らしさと技術を伝え、地域に溶け込む
きっかけを作ってあげる『人の和』だと思います。少
子化や過疎化で人手が足りないところに、農業をやり
たいと来てくれる人がいるのだから、それを支援する
ことで、やがてこの地に根付いてもらい、地域の担い
手になってもらいたい。研修生を受け入れ、そうした
モデルケースを作っていきたいと思っています。

【遅澤さんに聞いてみました】

　東京でIT関連の仕事をしていた西橋さんが就農した
のは平成30年４月。15年前にワーキングホリデーで滞
在したニュージーランドでの農業体験が心に残り、転
職を考えた時「農業もいいな」と思ったそうです。そ
の後、準備・情報収集を重ねながら、真岡市でのいち
ごの定植体験や収穫体験に参加、お子さんの小学校入
学を機に真岡市に移住し就農しました。独立して２年
目の今年はハウスを１棟増やし６棟に。今後も夫婦で
協力しながら、さらなる収穫量アップを目指します。

真岡市　西橋 昌洋さん

「IT業界から農業へ。夫婦二人三脚でイチゴ栽培」
にしはし　まさひろ

　やるなら日本一の場所で勝負しよう、と真岡市での就
農を決めました。農業次世代人材投資資金など行政の
バックアップがあり、またJAはが野の新規就農塾の先生
など、継続的に支援してくれる方もいます。地域には組
合もあり、ビニールハウスの張り替えをお互いに協力し
て行うなど、情報交換ができることも助かっています。
　農業は自然相手で、予想外の事態が起こったり、体力
的にきつい時もありますが、自分の努力が形となります
し、頑張っている姿を子どもに見せられることもやりが
いになっています。就農してよかったと思っているの
で、これからも技術を磨いていきたいと思っています。

【西橋さんに聞いてみました】
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